
　仮設材料は、工事とともに撤去されるため、２つの把

握方法がある。①あらかじめ当該材料の使用による損耗

分の各工事負担分を、使用日数当たりについて予定して

おき、後日差額を調整する社内損料方式と、②工事の用

に供した時点で、その取得原価の全額を原価処理し、仮

に工事完了時において、資産価値を有する場合に、その

評価額を当該原価から控除するすくい出し方式である。

　顧客ライフサイクル・コストとは、ユーザーが購入す

る取得コストに加えて、運転費、保管費、廃棄費などの

使用コストの総和をいう。設備などの固定資産は、一旦

取得してしまえば、諸条件を変更することは容易でない

ため、ユーザーは、自らが使用する資産のライフサイク

ル・コストが最少になるような代替案を選択する必要が

あり、供給者は使用コストに影響を及ぼす要因を明確に

し、設計・企画段階から仕様に反映させる必要がある。
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